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第437号
主 な 記 事

１面 審査業務の改善を求めて

２面
医療費助成制度　現物給付を求めて陳情
保険医休業保障共済会が結成
発言通告

３面
医院経営セミナー①
県南の子どもたちに甲状腺検査を
芸術展のご案内

４面 社会保障・税一体「改革」の概要前編
世論事空間、理事会だより

審
査
業
務
の
改
善
を
求
め
て

国
保
・
基
金
に
要
望
書
提
出

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
査
定

に
納
得
で
き
る
場
合
が
多
い

と
い
う
回
答
が
６
、７
割
で

あ
っ
た
一
方
、「
い
き
な
り

さ
か
の
ぼ
っ
て
の
査
定
」「
病

名
、
適
応
等
が
き
ち
ん
と

記
載
し
て
い
て
も
減
点
さ
れ

た
」「
医
学
的
な
見
解
の
違

い
」
な
ど
か
ら
「
納
得
で
き

な
い
場
合
が
多
い
」、
ま
た
、

「
な
ぜ
査
定
さ
れ
た
か
明
確

な
理
由
が
分
か
ら
な
い
」「
昨

年
出
し
た
再
審
査
に
つ
い
て

回
答
が
得
ら
れ
ず
、
現
在
も

３
、
増
減
点
返
戻
通
知
書
の

記
載
に
つ
い
て
は
、
全
国

の
国
保
連
合
会
共
通
の
シ

ス
テ
ム
を
使
用
し
て
い
る

た
め
、
現
行
ど
お
り
と
な

り
ま
す
。

４
、
速
や
か
に
行
っ
て
お
り

ま
す
。

支
払
基
金
の
回
答

保
険
者
か
ら
の
再
審
査

請
求
は
早
め
に
提
出
す

る
よ
う
要
請
す
る

１
、単
月
レ
セ
プ
ト
の
審
査
、

突
合
点
検
、
縦
覧
点
検
に

か
か
わ
ら
ず
、
療
養
担
当

規
則
、
診
療
報
酬
点
数
表

及
び
関
係
通
知
等
に
基
づ

き
適
正
な
審
査
を
行
う
こ

と
を
基
本
と
し
、
患
者
の

病
状
・
病
態
な
ど
に
よ

り
、
個
々
の
患
者
に
対
す

る
治
療
方
法
に
は
様
々
な

組
み
合
わ
せ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

審
査
委
員
の
医
学
的
見
地

か
ら
公
正
・
公
平
な
審
査

同
じ
査
定
を
受
け
て
お
り
困

惑
し
て
い
る
」
な
ど
の
ご
意

見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
（
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
は
２
０
１
２

年
３
月
号
に
掲
載
）。

　
提
出
か
ら
６
カ
月
を
過
ぎ

た
レ
セ
プ
ト
の
返
戻
や
査
定

が
医
科
51
％
、
歯
科
22
％
あ

り
、
中
に
は
20
カ
月
前
の
査

定
も
あ
り
ま
し
た
。「
１
年

前
の
処
方
せ
ん
の
薬
剤
の
適

応
を
指
摘
さ
れ
、
そ
こ
か
ら

毎
月
さ
か
の
ぼ
っ
て
査
定
。

早
く
指
摘
さ
れ
れ
ば
早
く
改

善
で
き
た
」
な
ど
の
ご
意
見

も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

国
保
連
の
回
答

医
師
の
裁
量
権
は
極
力

尊
重
し
て
い
る

１
、
医
師
の
裁
量
権
は
、
健

康
保
険
法
等
に
定
め
ら
れ

た
範
囲
内
で
、
医
学
上
妥

当
適
切
で
あ
る
場
合
に
主

張
で
き
る
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
審
査
に
あ
た
っ

て
は
、
診
療
内
容
が
個
々

の
患
者
の
病
状
等
か
ら
必

要
か
ど
う
か
を
十
分
に

考
慮
し
た
上
で
、
裁
量
権

を
極
力
尊
重
し
て
お
り
ま

す
。
納
得
で
き
な
い
点
は

再
審
査
請
求
を
し
て
く
だ

さ
い
。

２
、
原
則
と
し
て
６
カ
月
以

内
と
し
て
い
ま
す
。

国保・基金への要望項目

１．審査は、医師・歯科医師の裁量権
を極力尊重し、患者本位のものとし
て下さい。

２．保険者からの再審査請求の申し出
は 6 カ月以内とする、昭和 60 年 4 月
30 日付の厚生省（当時）の通知を順
守して下さるようお願いします。

３．査定理由は、医療機関にとって理
解しやすいようにご教示下さい。

４．医療機関からの再審査請求に対す
る回答はできるだけ速やかに行なっ
て下さい。

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

２
、
こ
れ
は
、
法
令
の
根
拠

に
基
づ
く
も
の
で
は
な

く
、
こ
れ
ま
で
の
診
療

担
当
者
、
保
険
者
か
ら
の

不
服
申
出
の
経
緯
及
び
審

査
委
員
会
の
機
能
を
踏
ま

え
、
こ
れ
が
当
事
者
の
審

査
結
果
に
対
す
る
苦
情
と

審
査
委
員
会
の
審
査
決
定

の
早
期
安
定
を
調
和
的
に

解
決
を
図
る
趣
旨
の
も
の

で
す
。

　
　
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の

取
扱
い
は
関
係
者
間
の

「
紳
士
協
約
」
的
な
も
の

で
あ
り
、
６
カ
月
を
経
過

し
た
申
し
出
に
つ
い
て
、

基
金
と
し
て
、
審
査
処
理

を
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
　
な
お
、
引
き
続
き
、
保

険
者
等
か
ら
の
再
審
査
請

求
に
つ
い
て
は
、
早
期
提

出
の
協
力
要
請
に
努
め
て

お
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

３
、
査
定
に
対
す
る
理
由
に

つ
い
て
は
、
減
点
事
由

「
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
」
の

記
号
の
ほ
か
、
可
能
な

限
り
減
点
理
由
を
記
載
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
審
査
査
定

に
つ
き
ま
し
て
は
、
症
状

詳
記
を
参
考
に
、
診
療
内

容
全
体
を
一
般
的
な
診
療

か
ら
比
べ
て
み
て
、過
剰・

過
量
、
ま
た
は
適
応
で
あ

る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る

事
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

査
定
理
由
に
つ
い
て
は
詳

細
に
表
記
で
き
な
い
も
の

も
あ
り
ま
す
。
基
金
と
し

ま
し
て
は
、
で
き
る
だ
け

理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
な

査
定
理
由
の
記
載
に
努
め

た
い
と
考
え
ま
す
の
で
ご

理
解
願
い
ま
す
。

　
　
な
お
、
納
得
い
た
だ
け

な
い
場
合
や
減
点
理
由
が

不
明
な
場
合
は
、
再
審
査

相
談
窓
口
を
設
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
照
会
願
い
ま

す
。

４
、
審
査
は
レ
セ
プ
ト
原
本

で
行
う
こ
と
を
原
則
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
医
療

機
関
か
ら
再
審
査
請
求
さ

れ
た
場
合
は
、
保
険
者
か

ら
当
該
レ
セ
プ
ト
を
取
寄

せ
て
審
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
　

ま
た
、
再
審
査
の
迅
速

な
処
理
に
期
す
る
た
め
、

保
険
者
へ
の
早
期
の
レ
セ

プ
ト
返
付
を
要
請
す
る
と

と
も
に
、
保
険
者
に
お
い

て
当
該
レ
セ
プ
ト
の
抽
出

不
能
等
に
よ
り
レ
セ
プ
ト

取
り
寄
せ
が
困
難
な
場
合

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
定

期
間
返
付
さ
れ
な
い
場
合

は
、
保
険
者
及
び
医
療
機

関
双
方
の
了
解
を
得
て
、

医
療
機
関
か
ら
提
出
さ
れ

た
レ
セ
プ
ト
の
写
し
に
よ

り
再
審
査
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

（
ゴ
シ
ッ
ク
は
当
協
会
）

　中学生の頃であろうか、万葉集の解釈は古代のお
おらかで、素朴な世界を前提にしていたように記憶
する。しかし、例えば梅原猛の解釈でも知られる通
り、当時も権謀術策の渦巻く、現代と変わらない人
間模様だと思う方が正しいのだと感じる。同じよう
な事がルソーの人間不平等起源説にも言える。未開
社会は平和な共同体というイメージである。これに
対してクラストルが言ったのは、未開社会の論理は
他の共同体に対する差異化強迫だという事である。
他の共同体との違いを強調する事により、自分の共
同体は、自己同一性を保つ事が出来る。外部に向け
て戦争をする事で、共同体の独立と自律が構造化さ
れる、つまり、戦争と自律は未開の共同体に取って
不可分だと言う事になる。ルソーが言った未開の社
会の平和な状態、分散居住は、戦争の結果であり、
決して平和の原因ではないという事である。そして
また、それは戦争の原因、つまり離れて住む事が差
異強迫を強化するという意味もある。
　今村仁司がいうように（暴力のオントロジー）、
戦争の目的は自分が他者に優越する事である。自律
は自分で自分を認めたい、さらに他人に自分を認め
て欲しいという二重の構造から発する。このような
意義が未開ではないとされる我々の社会にもある。
社会で生きるのはこの二重性を生きる事であり、他
人の視線を浴びながら、自分に自惚れることである。
　上位の者には、認められる事を望み、やがては自
分が上位に立とうとする、同位の者には、差がない
という、その性質上一番強い差異化強迫のために、
激しい戦いを挑んで差を創ろうとし、そして下位の
者には無理矢理自分を認めさせようとする。
　ここに自分を認めさせる事を暴力的にでも行おう
とする宿痾の病を見るのである。学校におけるいじ
め、会社におけるモラルハラスメント、そして数多
くの人権侵害事件にその病を見るのである。
　この病からの治癒は可能なのであろうか？それと
も我々には既に膏肓に入った病なのであろうか？
戦争がなければ平和が訪れる事がないのは歴史の教
訓である。残念ながら、平和を叫んで、式典を重ね
ても、歌を歌っても、祈りを捧げても平和が来た験
しは未だかって歴史にはないのである。
　我々自身に内在する暴力性を自覚し、人間的現存
在は、破壊的性格（ベンヤミン）を持つ事を肝に命
じなければならない。そのうえで、暴力性を凌駕す
る新しい倫理を持たなければいけない。それには、
真理の上に幾重にも重層したイディオロギーを取り
払わなければならない。

柿沼

は  り

　
会
員
の
先
生
方
よ
り
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
審
査
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
受
け
て
、
当
協
会
は
岩
手

の
国
保
連
及
び
支
払
基
金
に
対
し
、
審
査
業
務
の
改
善

を
求
め
る
要
望
を
行
い
、
こ
の
ほ
ど
（
要
望
項
目
は
左

記
の
通
り
）
回
答
が
参
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　
当
協
会
は
こ
の
回
答
を
踏
ま
え
、
今
後
の
対
応
を
検

討
し
て
参
り
ま
す
。
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当
協
会
は
、
県
内
各
市
町

村
議
会
に
対
し
て
、
岩
手
県

の
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い

て
現
物
給
付
の
導
入
を
求
め

る
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
県
の
医
療
費
助
成
制
度

の
給
付
方
法
は
、
東
北
で
唯

一
償
還
払
い
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
全
国
で
も
現
物

給
付
を
導
入
し
て
い
る
都
道

府
県
が
過
半
数
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
患
者
は
償
還
を
受
け
る
た

め
に
申
請
書
の
手
続
き
が
必

要
で
、
市
町
村
は
償
還
に
係

る
事
務
手
続
き
や
振
込
手
数

料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
現
物
給
付
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
ら
が
不
要
と
な
り
、
患
者

は
負
担
上
限
額
分
の
医
療
費

を
用
意
し
て
お
け
ば
上
限
額

以
上
の
支
払
い
が
不
要
と
な

り
、
傷
病
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
物
給
付
を
導

　
医
療
費
助
成
制
度
　
現
物
給
付
を
求
め
て
陳
情

　
　
西
和
賀
町
、
野
田
村
が
採
択

議
会
で
意
見
書
が
採
択
さ
れ

る
よ
う
、
取
り
組
み
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

陳
情
項
目

１
、
県
の
医
療
費
助
成
制
度

に
つ
い
て
現
物
給
付
を
導

入
し
て
下
さ
い

２
、現
物
給
付
導
入
の
際
は
、

国
か
ら
減
額
さ
れ
る
交
付

金
に
つ
い
て
県
が
補
て
ん

し
て
下
さ
い

３
、
国
は
現
物
給
付
を
導
入

し
て
い
る
自
治
体
に
対
す

る
交
付
金
の
削
減
を
や
め

て
下
さ
い

入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自

治
体
は
国
か
ら
交
付
金
の
削

減
と
い
う
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
課

せ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
健
康

の
た
め
に
患
者
負
担
を
軽
減

し
て
い
る
自
治
体
に
対
し
て

ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
課
す
こ
と
は

言
語
道
断
で
す
。

　
西
和
賀
町
議
会
と
野
田
村

議
会
が
昨
年
12
月
議
会
で
採

択
し
、
意
見
書
が
国
及
び
県

へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
全
て
の

発　言　通　告
南　部　淑　文

テーマ このままでは被災者が通院できなくなる。一部負担金の免除期間の延長を強く求める。

　東日本大震災における岩手県内被災者の窓口負担免除期間について、当初 2012 年２月末までだったの
が９月末まで延長されましたが、社保はここで打ち切りとなり、さらに国保と後期高齢者に関しては、国
が免除分の 8 割を財政負担し、県と自治体が負担することにより窓口負担が免除となっていましたが、そ
の期限が 3 月末に迫っています。

　被災地では、復興予算の流用問題でも明らかなとおり、被災地への集中的な復興政策がとられておらず、
雇用不足や、健康状態の悪化が、引き続き深刻な問題となっています。

　当会では、昨年 5 月から 6 月にかけて、県内の仮設住宅に居住し、かつ現在通院中の方を対象に、ハガ
キによるアンケート調査を実施し、予想を上回る 3,000 通を超える被災者からの回答を得ることができま
した。それを国会議員をはじめ、地方議会、マスコミ等々に広く知らしめたことにより、力及ばず被災者
全員の免除期間を延長とすることはできませんでしたが、国保、後期高齢者の方の再延長に繋がったと思
います。
　今回も、復興が停滞している中、前回から半年後の被災者の通院状況を把握し、さらなる延長を求める
ため、12 月に同様のハガキアンケートを実施致しました。

　現在でも、ハガキが途切れることなくこちらに届いていますが、1 月 9 日時点での途中集計結果につい
て報告したいとおもいます。（2,156 通／約 25,000 通配布）

　窓口負担が発生する 4 月以降、通院をどうするか？という質問に対し、前回は、約３割の方が「通院回
数を減らす、通院できない、分からない」という回答でしたが、今回は約 5 割に増えています。理由として、
前回から半年が経過したものの、生活再建の目処がたっておらず、先行きが見えない不安と、支援金や住
宅再建費用なども生活費に回さざるをえない状況であり、経済状況が深刻であることによるものと考えら
れます。

　また、9 月で免除が打ち切りとなった社保等の方々にも、窓口負担発生後の通院状況について質問しま
した。結果、約 5 割の方が「通院回数を減らした、通院できなくなった」との回答をしています。これも
経済状況が厳しい結果であることが明白ですが、「同じ被災者なのになぜ負担が発生するのか、公平に免除
してほしい」との声も少なからず届いており、仮設住宅群という狭いコミュニティーの中で、軋轢を生む
一因になっているのではないかと危惧しています。

　その他にも、被災地の生の声が、850 人を超える方から寄せられています。この場で紹介しきれませんが、
これを確実に国や県に届け、マスコミ等を通じて広く知らしめることにより、大きな運動として成果を勝
ち取ることが、我々の責務であると身が引き締まる思いです。

　12 月の衆議員選挙にあたり県内候補者に実施したアンケートでも、自民、民主、未来の当選議員は、被
災者の窓口負担、保険料の減免措置は 4 月以降も継続することが望ましいという主旨の回答をしています。
被災地が復興したと言える現状ではないということは、政党云々関係なく現地を知る人ならば明らかなこ
とです。被災者の生活再建がなされるまで、引き続き、保団連をはじめ、全国の皆様にもご支援いただき
たいと思います。

箱　石　勝　見

テーマ 医療費助成制度の「現物給付」に対するペナルティは即刻廃
止せよ

　医療費の一定額を補助する医療費助成制度は、各都道府県にあるが一律では
ない。まず岩手県の県単独医療費助成制度について申し上げる。1973 年（昭
和 48 年）にこの制度は創設され、対象は、乳幼児、妊産婦、重度心身障害者
であり、後に一人住まいの高齢者と一人親の世帯にも拡充された。但し、一人
住まいの高齢者は 2008 年に打切りとなっている。補助する医療費は県と市町
村が半額ずつ拠出するが、なかには県の補助に上乗せしている市町村もある。
自己負担は、ひと月診療科ごとに、外来で 1,500 円まで、入院で 5,000 円ま
でとなっている。
　さて、助成方法には 2 パターンがある。窓口でいったん一部負担金を支払い、
上限を超えた額について後日還付されるのが「償還払い」である。一方、窓口
で上限額までの支払いで済むのが「現物給付」である。都道府県により両者の
比率はまちまちであるが、「現物給付」を採用しているところのほうが多い。
対象年齢や所得制限に関係なくすべて「償還払い」を採用しているのは東北で
は岩手県のみで、逆に秋田県はすべて「現物給付」となっている。
　「償還払い」は、一部負担金の支払いが必要であるため、ある程度の手持ち
がないと受診できない。「現物給付」はというと、たとえ医療費が高額になっ
たとしても定められた負担上限額までの支払いで済むので、患者側としては受
診しやすい制度といえる。
　しかし、「現物給付」を採用すると、国から県や市町村に交付される調整交
付金の減額というペナルティを科せられる。理由は、患者は一部負担金を支払
う義務を有するが「現物給付」はそれを免除し法律を逸脱することになるから、
また、財政が豊かな自治体ならば交付金を減額しても良いだろう、としている。
ペナルティの額は、岩手県の場合は年間約 6 億円と試算されている。保団連の
みならず全国知事会・市長会・町村長会なども、国にペナルティの廃止を要望
している。
　「償還払い」と「現物給付」には、患者・医療機関・行政の各々の立場によ
りメリットやデメリットがあるが、「現物給付」の方が病気の早期発見・早期
治療のためには有利である。また、国の掲げる理由も極めて根拠薄弱である。

「長瀬指数」を持ち出すまでもなく、患者負担が減るほど受診が容易になるが、
このペナルティは受診抑制の意図が透けて見える。最も疑問を抱くのは、ペナ
ルティを科すレジテマシーはどこの部署にあるのかということだ。「現物給付」
が健康保険法等に抵触するというのも、国の一方的な解釈でしかない。自治体
の財政についても云々されているが、言い掛りの類である。ゴブルディグック
な通達をもって、医療助成を必要とする人々の健康が翻弄されるのは、医療の
現場に立つ者として実に忍びがたいものがある。
　保団連においても、国に対しこのペナルティ廃止を引き続き要望して頂きた
い。

　
１
月
27
日
、
東
京
で
保
団

連
第
２
回
代
議
員
会
が
行
わ

れ
、
当
協
会
か
ら
小
山
田
、

坂
（
箱
石
代
議
員
代
理
）、

南
部
各
副
会
長
、
事
務
局
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
南
部
代
議
員
は
、
仮
設
住

宅
で
通
院
中
の
方
に
対
し
て

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、

い
く
つ
か
事
例
を
あ
げ
、
被

︽
岩
手
協
会
か
ら
の
発
言

通
告
に
対
す
る
答
弁
︾

南
部
代
議
員
口
頭
発
言
　

（
答
弁
：
加
藤
理
事
）

　
宮
城
、
岩
手
協
会
の
貴
重

な
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
頂
戴

し
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
大
い
に
役
立
て
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
中
に
被
災
者
の
皆
様
の
複

雑
な
想
い
が
あ
り
ま
す
が
、

医
療
の
問
題
は
生
活
再
建
の

た
め
の
要
で
あ
り
、
人
権
の

問
題
で
あ
り
、
悲
痛
な
声
だ

と
思
い
ま
す
。

　
国
の
政
治
や
地
方
自
治
体

に
対
し
、
生
の
声
を
何
度
も

何
度
も
繰
り
返
し
ぶ
つ
け
て

い
く
こ
と
が
政
治
を
変
え
、

被
災
者
の
生
活
再
建
の
一
番

大
事
な
問
題
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
貴
重
な
経
験
と

被
災
者
の
声
を
活
か
し
て
、

保
団
連
と
し
て
全
力
を
挙
げ

て
運
動
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

箱
石
代
議
員
文
書
発
言
　

（
答
弁
：
中
島
理
事
）

　
ご
指
摘
の
通
り
、
窓
口
で

一
部
負
担
を
さ
せ
る
仕
組
み

は
、
受
診
抑
制
を
生
み
出
し

ま
す
。
こ
ど
も
医
療
費
助
成

な
ど
自
治
体
が
行
っ
て
い
る

医
療
費
助
成
の
多
く
は
、
本

来
、
国
が
や
る
べ
き
施
策
で

あ
り
、
助
成
を
行
う
こ
と
を

理
由
に
国
庫
負
担
金
を
減

額
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。
改
め
て
国
庫
負
担
金
減

額
措
置
を
廃
止
す
る
よ
う
強

く
申
し
入
れ
ま
す
。

保
険
医
休
業
保
障
共
済
会
が
結
成

保
団
連
第
２
回
代
議
員
会

災
地
の
現
状
を
発

言
し
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、
休

保
制
度
包
括
移
転

決
議
の
件
な
ど
重

要
な
案
件
が
あ
り

ま
し
た
が
、
い
ず

れ
も
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

代
議
員
会
後
、
休

保
制
度
共
済
会
の

結
成
総
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

発言する南部代議員
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県
南
の
子
ど
も
た
ち
に

　
　
　
　

甲
状
腺
検
査
を

　
こ
れ
は
福
島
で
公
表
さ
れ

た
「
県
民
健
康
管
理
調
査
」

の
結
果
で
、
昨
年
度
、
18

歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
約

３
万
８
千
人
の
甲
状
腺
調
査

を
実
施
し
35
・
８
％
か
ら
の

う
胞
や
結
節
が
見
つ
か
り
、

今
年
度
の
４
万
２
千
人
の
調

査
で
は
43
・
７
％
か
ら
の
う

胞
や
結
節
が
発
見
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
本
県
に
お
い
て
も

汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
の

後
日
送
ら
れ
て
き
た
県
か
ら
の
回
答（
概
要
）

１
、
甲
状
腺
検
査
に
つ
い
て

は
、
国
の
対
照
検
査
（
青

森
、
山
梨
、
長
崎
県
）
結

果
を
踏
ま
え
て
対
応
し
た

い
。

２
、
有
識
者
会
議
は
県
の
方

針
決
定
や
政
策
判
断
の
場

で
は
な
い
。
県
民
の
声
に

広
く
耳
を
傾
け
て
い
き
た

い
。

３
、
汚
染
重
点
調
査
地
域
に

指
定
さ
れ
て
い
る
県
南
３

１、県南の汚染状況重点調査地域の 3 市町（一関市、
平泉町、奥州市）において 18 歳以下の子どもた
ちの甲状腺検査を実施し、その結果を保護者に知
らせるとともに、プライバシーに留意したうえで、
データを公開すること。甲状腺の状態によりさら
に詳細な継続検査を行うこと。

２、１の結果を元に岩手県「放射線内部被ばく健康
影響調査有識者会議」を再度開催し判断を求める
こと。この会議に市民の代表を複数加えること。

３、甲状腺障害以外の疾病の予防について調査・保
健指導などを実施すること。

要 望 事 項

医療推進総括課長（左）に要望書を提出する「子ど
もたちの未来を考えよう平泉の会」の千葉さん（右）

子
ど
も
た
ち
の
甲
状
腺
疾
病

の
早
期
発
見
早
期
治
療
を
求

め
た
も
の
で
す
。

　
対
応
し
た
医
療
推
進
課
総

括
課
長
の
野
原
勝
氏
は
子
ど

も
た
ち
の
健
康
を
守
る
と
い

う
思
い
は
同
じ
と
し
な
が
ら

も
、
甲
状
腺
検
査
を
症
状
が

な
い
方
に
行
い
、
２
次
検
査

で
異
常
な
し
が
ほ
と
ん
ど
だ

　
歯
科
を
取
り
巻
く
環
境
は

年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。
歯
科
医
院
の
経
営
状
況

は
悪
化
し
、
歯
科
大
学
、
技

工
士
学
校
、
衛
生
士
学
校
の

定
員
割
れ
や
閉
校
が
深
刻
化

し
、
歯
科
医
療
は
崩
壊
の
域

に
達
し
て
い
ま
す
。

　
歯
科
医
師
過
剰
問
題
な
ど

も
抱
え
、
我
々
歯
科
医
師
も

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
以
上
に
深
刻
な
状

投
　
稿

況
に
あ
る
の
が
歯
科
技
工
士

で
す
。

　
疾
病
構
造
の
変
化
に
よ
り

相
ま
っ
て
、
歯
科
技
工
士
の

待
遇
は
非
常
に
厳
し
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歯
科

来
確
実
に
歯
科
技
工
士
不
足

と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
。
歯
科
技
工
士
が
い
な
く

な
っ
て
困
る
の
は
我
々
歯
科

医
師
で
す
。

　
昨
年
の
診
療
報
酬
改
定
で

は
補
綴
関
連
点
数
も
わ
ず
か

な
が
ら
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

こ
の
ア
ッ
プ
分
の
中
か
ら
歯

科
技
工
士
の
待
遇
改
善
の
た

め
に
少
し
で
も
還
元
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
歯
科
技
工
士
の

　
　
　
待
遇
改
善
の
た
め
に
…

歯
科
部
会
長
　
小
山
田
　
榮
二

技
工
物
の
製
作
需
要
は
減

り
、
受
注
の
た
め
に
ダ
ン
ピ

ン
グ
競
争
を
強
い
ら
れ
、
さ

ら
に
は
海
外
技
工
物
問
題
も

技
工
士
は
30
歳
以
下
で
の
就

労
割
合
が
約
７
％
、
50
歳
以

上
で
の
就
労
割
合
が
約
50
％

以
上
と
い
っ
た
状
況
で
、
将

市
町
を
対
象
に
、
住
民
に

身
近
な
相
談
窓
口
で
あ
る

市
町
が
実
施
す
る
健
康
相

談
及
び
希
望
者
へ
の
内
部

被
ば
く
検
査
に
要
す
る
費

用
へ
の
補
助
制
度
を
創
設

し
た
。
国
及
び
福
島
県
の

動
向
や
新
し
い
知
見
の
動

向
等
を
注
意
深
く
見
守
り

な
が
ら
、
必
要
な
場
合
に

速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
。

　
11
月
21
日
、「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
考
え
よ
う
平

泉
の
会
」
や
「
三
陸
の
海
を
放
射
能
か
ら
守
る
岩
手
の

会
」
等
５
団
体
が
県
知
事
に
「
岩
手
県
南
３
市
町
の
子

ど
も
た
ち
の
甲
状
腺
検
査
実
施
を
求
め
る
要
望
書
」
を

提
出
し
ま
し
た
（
当
協
会
も
賛
同
・
賛
同
32
団
体
）。

と
予
想
さ
れ
る
中
、
本
当
に

検
査
が
必
要
な
の
か
検
討
し

て
い
き
た
い
と
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
早
期
発
見
早
期

治
療
で
医
療
費
も
抑
え
ら
れ

る
、
子
ど
も
の
進
行
は
早
い

か
ら
わ
か
っ
て
か
ら
で
は
遅

い
、
予
防
原
則
で
で
き
る
だ

け
早
急
に
検
査
し
て
ほ
し
い

と
訴
え
ま
し
た
。

芸術展のご案内

　県民の皆さんから好評いただいており
ました芸術展を 2013 年秋に開催する予定
です。
　毎日、診療でお忙しい中とは存じます
が、絵画・写真等のご応募をお待ちして
おります。近くなりましたら、再度ご案
内申し上げますので、今まで書かれてい
なかった先生や写真を
撮られていなかった先
生はこの機会にぜひお
願いします。（出展料は
無料です）

　
11
月
23
日
、
ホ
テ
ル
ル
イ

ズ
盛
岡
に
お
い
て
、
医
院
経

営
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
２
部
構

成
と
な
り
、
第
１
部
は
社
会

保
険
労
務
士
の
黒
川
氏
と
総

合
メ
デ
ィ
カ
ル
株
式
会
社
の

森
藤
氏
に
よ
る
「
医
院
開
業

に
お
け
る
職
員
採
用
と
労
務

管
理
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い

て
、
第
２
部
で
は
、
国
税
特

別
調
査
官
出
身
で
、
現
在
税

理
士
の
岡
田
俊
明
氏
を
講
師

に
、
本
年
１
月
よ
り
施
行
さ

れ
た
「
国
税
通
則
法
改
正
と

医
療
機
関
へ
の
税
務
調
査
、

そ
の
影
響
」
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
第
１
部
で
は
、
森
藤
氏
よ

り
、
開
業
に
際
し
て
の
職
員

採
用
に
つ
い
て
、
様
々
な
方

法
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ

リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
を
提

示
し
、
そ
の
中
で
も
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
等
に
募
集
を
か
け
て

採
用
を
行
う
際
に
効
果
的
と

思
わ
れ
る
方
法
に
つ
い
て
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、

・	
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
５

ケ
月
前
位
か
ら
始
め
る
）

を
き
ち
ん
と
た
て
、
採
用

試
験
は
必
ず
自
ら
立
会

い
、
さ
ら
に
女
性
の
目
と

い
う
観
点
で
の
奥
様
や
社

会
保
険
労
務
士
な
ど
の
第

三
者
を
交
え
る
と
よ
り
効

果
的
で
あ
る
こ
と
。

・	

質
問
事
項
や
回
答
に
つ
い

て
も
、
質
問
が
終
わ
る
前

に
回
答
を
す
る
人
や
、
院

長
と
他
の
同
席
者
で
の
回

答
の
態
度
が
違
う
人
な
ど

は
避
け
た
方
が
よ
く
、
目

指
す
医
院
に
合
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
や
す
い
方
を
重
視
し
た

方
が
良
い
と
い
う
こ
と
。

・	

募
集
要
項
や
履
歴
書
に
記

載
し
て
い
る
項
目
に
つ
い

て
も
、
本
人
の
口
か
ら
回

答
を
聞
き
出
し
、
特
に
条

件
面
（
時
間
・
給
与
等
）

に
つ
い
て
は
、
労
働
契
約

の
際
、
行
き
違
い
が
発
生

す
る
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り

や
す
い
の
で
、
採
用
の
際

対
面
で
確
認
し
た
方
が
よ

い
こ
と
。

・	

時
間
が
あ
る
よ
う
な
ら
筆

記
試
験
も
導
入
し
た
方
が

よ
く
、
具
体
的
に
は
、
基

礎
的
な
計
算
問
題
（
患
者

さ
ん
と
の
金
銭
の
ト
ラ
ブ

ル
を
未
然
に
防
ぐ
。）
と

漢
字
の
読
み
書
き
（
ス

ム
ー
ズ
な
伝
達
と
、
患
者

さ
ん
の
名
前
を
間
違
え
て

不
快
な
思
い
を
さ
せ
な
い

た
め
）、
性
格
診
断
な
ど

も
効
果
的
で
あ
る
。
そ
し

て
一
番
有
効
な
の
は
、
不

採
用
時
の
明
確
な
理
由
と

す
る
こ
と
が
で
き
、ま
た
、

後
の
患
者
さ
ん
の
獲
得
に

繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
不
採
用
時
の
通
知
を

丁
寧
に
す
る
こ
と
。

な
ど
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　
法
律
等
の
情
報
が
気
軽
に

手
に
入
る
時
代
が
故
に
、
労

務
の
ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
て
き

て
い
る
こ
と
か
ら
、
職
員
採

用
を
手
続
き
に
の
っ
と
っ
て

し
っ
か
り
や
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
の
際
に

も
深
刻
な
事
態
に
な
る
可
能

性
を
減
ら
す
こ
と
に
繋
が
り

ま
す
。

　
次
回
は
、
黒
川
氏
が
お
話

さ
れ
た
、
職
員
の
契
約
や
解

雇
、
条
件
が
あ
え
ば
一
定
の

金
額
が
給
付
さ
れ
る
各
種
助

成
金
に
つ
い
て
掲
載
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

職
員
採
用
時
に
は
、
不
採
用
通
知
ま
で
丁
寧
に

医
院
経
営
セ
ミ
ナ
ー
①
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︻
日
　
時
︼

　
　
２
０
１
２
年

　
　
　
　
12
月
11
日
㈫

　
　
19
：
00
～
20
：
00

︻
場
　
所
︼

ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
盛
岡

︻
出
席
者
︼
役
員
、
事
務
局

併
せ
て
19
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１
、
財
務
局
へ
の
「
保
険

医
休
業
保
障
共
済
保

険
」
募
集
代
理
店
の
届

出
に
つ
い
て
、
役
員
全

員
を
募
集
従
事
者
個
人

名
リ
ス
ト
に
掲
載
し
届

け
出
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
た
。

　
２
、
「
保
険
医
共
済
会
新

グ
ル
ー
プ
保
険
」
に
新

理
事
会
だ
よ
り 

12
月

規
加
入
す
る
会
員
へ
の

保
険
医
共
済
会
入
会
金

の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
、
包
括
移
転
後
に
新

規
加
入
す
る
会
員
に
対

し
て
も
入
会
金
（
１
人

５
０
０
円
）
を
協
会
で

負
担
す
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
た
。

　
３
、 

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ

ミ
リ
ー
生
命
保
険
の
集

団
扱
い
の
取
扱
い
の
変

更
に
つ
い
て
、
加
入
資

格
（
募
集
対
象
）
に
つ

い
て
「
職
員
」
か
ら

「
会
員
」
へ
の
団
体
扱

い
計
約
の
変
更
が
承
認

さ
れ
た
。

１
、
社
会
保
障
「
改
革
」

と
は
何
か
↓
社
会
保
障
の

切
り
捨
て

⑴
　
新
た
な
財
源
を
増
や
さ

な
い
「
低
所
得
者
」
対
策

　

政
府
の
「
改
革
」
案
は
、

貧
困
と
格
差
を
拡
大
さ
せ
た

「
構
造
改
革
」
路
線
へ
の
国

民
の
批
判
を
意
識
し
、
高
額

療
養
費
制
度
の
拡
充
、
低
所

得
者
の
年
金
へ
の
加
算
や
国

保
料
・
介
護
保
険
料
の
軽
減

を
提
起
し
、「
低
所
得
者
対

策
」
を
強
調
し
て
い
ま
す
。 

　
と
こ
ろ
が
、
改
善
策
と
給

付
削
減
・
負
担
増
が
抱
き
合

わ
せ
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？ 

国
費

投
入
を
増
や
さ
ず
に
、
同

じ
財
源
の
範
囲
内
で
、
財
源

を
付
け
替
え
る
財
政
手
法
を

取
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
つ

ま
り
、
改
善
策
を
実
現
す
る

財
源
と
、
給
付
削
減
・
負
担

増
の
改
悪
を
連
動
さ
せ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た

財
政
手
法
は
、
国
民
の
間
に

分
断
構
造
を
持
ち
込
む
も
の

で
す
。
貧
困
と
格
差
の
拡
大

を
改
善
す
る
た
め
の
施
策

は
、
国
の
責
任
と
国
費
投
入

に
よ
っ
て
推
進
す
べ
き
で

す
。

 

①
　
高
額
療
養
費
制
度
の
拡

充
と
「
外
来
受
診
時
定
額
負

担
」
の
抱
き
合
わ
せ 

　
高
額
療
養
費
制
度
の
負
担

限
度
額
の
引
き
下
げ
に
つ
い

て
、
政
府
の
「
改
革
」
案
で

は
、「
負
担
軽
減
と
、
そ
の

規
模
に
応
じ
た
受
診
時
定
額

負
担
等
の
併
せ
た
検
討
」
と

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

厚
労
省
の
具
体
策
で
は
、

税
の
「
共
通
番
号
制
」
を
用

い
て
、
国
が
一
元
管
理
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
シ
ス
テ
ム
は
、
負
担
の
範

囲
内
に
給
付
を
抑
え
る
目
的

で
検
討
さ
れ
て
い
る
「
社
会

保
障
個
人
会
計
」
の
「
低
所

得
者
」
を
対
象
に
し
た
試
行

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。 

　
世
帯
全
体
の
負
担
上
限
を

設
定
す
る
合
算
制
度
は
必
要

で
す
が
、
現
行
の
医
療
・
介

護
合
算
制
度
の
拡
充
や
、
４

つ
の
制
度
ご
と
に
負
担
上
限

を
設
け
る
な
ど
、「
共
通
番

号
制
」
を
前
提
と
し
な
い
負

担
軽
減
策
を
検
討
す
べ
き
で

す
。

 

⑵
　
生
活
保
護
の
切
り
下

げ
、
医
療
扶
助
に
自
己
負
担

を
導
入  

　
こ
の
他
の
「
低
所
得
者
対

策
」
で
は
、生
活
保
護
の
「
見

直
し
を
実
施
す
る
」
こ
と
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
具
体
策
と
し
て
示
さ
れ
て

い
る
の
が
、
基
礎
年
金(

月

額
最
高
６
６
、０
０
０
円)

と
の
整
合
性
を
理
由
に
し
た

生
活
保
護
費
の
引
き
下
げ
で

す
。
ま
た
、医
療
扶
助
を「
受

診
率
が
高
い
た
め
、
１
人
あ

た
り
医
療
費
は
国
保
等
よ
り

も
高
額
と
な
っ
て
い
る
」
と

問
題
視
し
て
、「
現
物
給
付

の
検
討
」
の
名
で
自
己
負
担

の
導
入
を
示
唆
し
て
い
ま

す
。

　
社
会
保
障
・
税
一
体

　
　
　「
改
革
」
の
概
要
　
前
編

  （
保
団
連
が
ま
と
め
た
も
の
を
抜
粋
）

せ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
年
金
の
支
給

開
始
年
齢
の
繰
り
延
べ
（
65

歳
を
68
～
70
歳
に
繰
り
延

べ
。
１
歳
引
き
上
げ
で

５
０
０
０
億
円
の
公
費
削

減
）、
物
価
や
賃
金
の
下
落
以

上
に
年
金
額
を
引
き
下
げ
る

(

▲
０・
９
％
で
１
０
０
０
億

円
の
公
費
削
減)

な
ど
の
年

金
削
減
案
も
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

 

③
　
国
保
料
軽
減
と
国
保
の

都
道
府
県
単
位
化
の
抱
き
合

わ
せ 

　
国
保
料
に
つ
い
て
は
、
低

所
得
者
に
限
定
し
て
追
加
軽

減
を
行
う
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、そ
の
財
源
は
、

低
所
得
者
以
外
の
国
保
料
引

き
上
げ
に
つ
な
が
る
市
町
村

国
保
の
広
域
化
、
つ
ま
り
、

市
町
村
の
一
般
財
源
投
入
を

廃
止
し
、
国
保
料
を
引
き
上

げ
る
国
保
運
営
の
都
道
府
県

単
位
化
と
連
動
さ
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

④
　「
総
合
合
算
制
度
」
と

「
共
通
番
号
制
」
の
抱
き
合

わ
せ 

　
「
低
所
得
者
」
世
帯
の
自

己
負
担
に
上
限
を
設
け
る

「
総
合
合
算
制
度
」
の
創
設

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

世
帯
員
一
人
ひ
と
り
の
年
収

総
額
や
納
税
額
・
保
険
料
納

付
額
と
、医
療
、介
護
、保
育
、

障
害
に
関
す
る
自
己
負
担
の

総
額
に
つ
い
て
、社
会
保
障・

「
年
収
３
０
０
万
円
以
下
の

世
帯
の
負
担
上
限
引
き
下

げ
」
や
「
長
期
・
高
額
の
医

療
費
負
担
を
軽
減
す
る
年
間

負
担
上
限
の
新
設
」
と
、「
通

院
の
た
び
に
現
行
の
窓
口
負

担
に
上
乗
せ
す
る
﹃
受
診
時

定
額
負
担
﹄の
導
入
」や「﹃
上

位
所
得
者
﹄
区
分
の
世
帯
の

負
担
上
限
引
き
上
げ
」と
を
、

連
動
さ
せ
る
方
向
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

②
　
年
金
加
算
と
高
所
得
者

の
年
金
カ
ッ
ト

を
抱
き
合
わ
せ 

　
「
低
所
得
者
」

「
障
害
基
礎
年

金
」
な
ど
の
年

金
加
算
に
つ
い

て
も
、
そ
の
財

源
は
、
高
所

得
者
の
年
金

減
額(

総
額
で

４
５
０
億
円
以

上)

と
連
動
さ

患者さんは知らない
　マスクの正しいつけ方

　「ためしてガッテン」が専門の施設で市販マスクの性能試験を行った。
マスクをただつけるだけの状態では、最も成績が良い人でもカット率
34.3％。中には 0％の人も。
その理由は隙間！
　ワイヤー入りのマスクはワイヤーを鼻の形に合わせて山折り、谷折りして鼻の
横の隙間を減らす。プリーツ式のマスクはあごまでしっかり伸ばす。マスクの大
き過ぎ、小さ過ぎは注意。これらのチェックポイントを満たすことで、カット率
が 0％→ 97％に増加した人もいた。
　また、マスクは「つけるタイミング」も重要。満員電車などの人混み、家族の
看病、患者のそばにいるときなど、ウイルスを吸い込む危険性がある場面でマス
クを「フィット」させれば、感染の確率を圧倒的に減らせる。
　マスクそのものには、保湿によって喉や鼻粘膜の線毛の働きを助ける機能があ
る。マスクをしていると自分の手が鼻や口に触れるのを防ぐことができ、接触感
染の予防にもつながる。

NHK 総合「ためしてガッテン」より

★ 患者さんへのちょっとしたアドバイスで感染症が防げるかもしれません。

正月太りに
できることを自分で選ぶ「はらすまダイエット」
　街頭インタビューの結果、年末年始に太った人の平均体重増加量は 2kg。増え
た体重の正体はほとんどが内臓脂肪。
　増えた内臓脂肪を 3 カ月コースで落とす「はらすまダイエット」。大
手電機メーカーの健康管理センターで腹をスマートにしようという目
的で考案された。体重の 5％減を目標に朝晩の体重を記録し、「100kcal
カード」（200 種類）をもとに食事制限や運動に取り組む。階段を上る、
ジョギングする、子どもと遊ぶ、ごはんを減らすなど、できそうなこ
とから 1 日に 3 つだけ行えば OK。がんばり過ぎず、長く続けること
を目標にする。

テレビ東京「主治医が見つかる診療所」より

★　わかっていてもなかなかできないのがダイエット。200 種類ものカードから
その日に 3 つだけ選んでやるのであれば、飽きずにできるかもしれません。

★広報部

世論事空間世論事空間

歯科分院長募集（医院承継）
茨城県都水戸市北部の一般歯科の分院長・管理者を募集。
患者様を熟知したスタッフを引き継ぐことも可能。
社宅用意可。経営のアドバイスもいたします。
東日本大震災で被災された先生歓迎。
条件は面談の上、決定。
詳細は茨城県保険医協会まで（029 － 823 － 7930 担当：高橋）。


